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１．火口位置および泥流

（１）2火口域：
赤沼北西火口列と北西外壁火口列（仮称）
赤沼火口内の亀裂は地すべりの可能性？

北西-南東方向の割れ目系に支配されていると考えられる

（２）泥流
・2列の泥流の分布

北泥流：低温熱水泥の流出により発生
21日の噴火時から発生し，24時間で約1kmまで成長・流下（3/22現在）
流路の下流は雌阿寒温泉にあたる

南泥流：尾根に堆積した火山灰が，温度のやや高い噴気で溶けた雪と流出
（より小規模）

・22日以降の成長はない
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２．火口近傍観察から見た堆積物と噴火推移**

（１）3/21の噴火

・赤沼と外壁火口列の噴出物は色調で区別できる（変質の程度差の反映）
・赤沼由来の降灰が，外壁火口列由来の降灰を覆っている．

・赤沼の方がより長時間噴火したか（噴出物を出した），噴火開始に時間差．
あるいはその両方

・火口内の堆積物はかなりの量がありそうであるが，火口外では堆積物量は急減する
（噴火が低温のため，噴煙柱があまり発達しなかった）

2



（２）3/22以降

・赤沼北西火口：
灰まじりの噴気を3/27現在でも放出
灰は黄灰色から暗灰色へ変化（火口拡大のためと思われる）

・北西外壁火口：
3/22以降は灰の噴出は低調
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４．3/21噴出物解析から見た噴火機構

マグマ由来と考えられる物質（変質を受けていない火山ガラス片やガラスを含む火
山岩片は認められなかった―＞水蒸気噴火・爆発

（火山灰は北大・笠原教授が「バンビの里」で採取）

図．火山灰の顕微鏡写真．
火山灰を水洗し，微粒子を
除去している．（横幅は約
1mm）

図．代表的な構成物．
（3）火山岩片

（玄武岩質安山岩）
（4）変質火山岩片
（5）鉱物片(斜長石）
（6）鉱物片（輝石）
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